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遺骨を置いて入居者が夜逃げ
引き取り手も無く保証会社が供養

入
居
者
が
大
事
な
は
ず
の
遺
骨

を
置
い
て
夜
逃
げ
す
る
な
ど
、

「
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
声
が
上
が
る
昨
今
。
指
摘
の

通
り
の
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
な
行

事
を
行
う
家
賃
債
務
保
証
会
社
が
あ

る
。

　

約
60
万
件
の
保
証
契
約
件
数
を

持
つ
日
本
賃
貸
保
証
（
Ｊ
Ｉ
Ｄ
：
千

葉
県
木
更
津
市
）
で
は
、
賃
貸
物
件

に
残
さ
れ
た
、
引
き
取
り
手
の
な
い

遺
骨
を
供
養
し
て
い
る
。
７
月
10
日
、

４
回
目
と
な
る
『
合
同
慰
霊
祭
』
を

開
催
し
た
。

『
合
同
慰
霊
祭
』
と
は
、
同
社
の

家
賃
保
証
契
約
者
に
関
す
る
永
代
供

養
墓
と
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
同
社

の
社
員
を
祭
（
ま
つ
）
る
企
業
墓
の

双
方
を
供
養
す
る
法
要
の
こ
と
。
４

年
前
か
ら
年
１
回
、
執
り
行
っ
て
い

る
。
７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
法
要
に

は
、
同
社
の
井
坂
泰
志
会
長
、
梅
田

真
理
子
社
長
を
は
じ
め
、
役
員
８
人
、

社
員
10
人
が
参
加
し
た
。

　

同
社
が
保
証
す
る
賃
借
人
の
う
ち
、

親
族
な
ど
が
お
ら
ず
孤
独
死
し
た
り
、

夜
逃
げ
同
様
で
退
去
し
、
残
置
物
に

遺
骨
が
残
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
際
に
遺
骨
の
引
き
取
り

手
が
な
い
場
合
、
同
社
の
永
代
供
養

墓
に
納
骨
す
る
。

　

永
代
供
養
墓
を
建
立
し
た
の
は
２

０
１
３
年
。
保
証
会
社
と
し
て
、
賃

借
人
の
残
し
た
遺
骨
ま
で
責
任
を
持

つ
べ
き
だ
と
考
え
た
こ
と
が
始
ま
り

だ
。
以
前
は
引
き
取
り
手
の
な
い
遺

骨
の
納
骨
を
、
地
域
の
寺
院
や
行
政

の
協
力
を
仰
ぎ
供
養
し
て
い
た
。
都

度
、
こ
れ
ら
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
自
社
で
の
供
養
を
検
討
し
は
じ
め
、

11
年
の
本
社
移
転
を
機
に
永
代
供
養

墓
建
立
に
至
っ
た
。

　

毎
年
数
十
体
の
遺
骨
が
入
り
、
現

在
で
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
遺
骨
１

２
９
柱
が
納
骨
さ
れ
て
い
る
。
既
に

永
代
供
養
墓
の
半
分
以
上
が
埋
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
。

　

実
際
に
引
き
取
り
手
が
現
れ
た
の

は
わ
ず
か
１
件
に
と
ど
ま
る
が
、
中

に
は
遺
骨
を
引
き
取
り
た
い
と
い

う
声
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
数
件
、

「
生
活
基
盤
が
整
っ
た
の
で
引
き
取

り
た
い
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

　

井
坂
会
長
は
「
保
証
事
業
は
賃
借

人
の
た
め
の
も
の
。
生
活
弱
者
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
後
も
入

居
者
に
寄
り
添
い
た
い
」
と
話
し
た
。

▶︎
日
本
賃
貸
保
証
は
入
居
者
に
寄
り
添
う
考
え
で
自
社
で
永
代
供
養
を
行
う
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